
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 
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ことり・花の組 
◎夏の疲れが出やすい時期なので、休息を取りながら安定した生活リズムの中で健康に過ごす 
〇散歩や戸外遊びを楽しみ、初秋の自然に触れて楽しむ 
〇遊びや生活を通して、保育者との触れ合いを楽しむ 

星・月・雪の組 

◎季節の変化に留意しながら、健康で安全に生活ができるようにする 
〇友達との関わりを深め、身体を動かして遊ぶことを楽しむ 
〇初秋の自然に触れたり、遊びに取り入れたりしながら、興味や関心を深める  
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あまりの暑さに水遊び以外の屋外活動が出来にくい毎日でし

たが、少し涼しくなり、今はオリンピックの余韻なのか、雪の

組を先頭にしてホールでの跳び箱への挑戦が盛んです。 

一方で、新型コロナウィルスの猛威は広がる一方で、今まで

少なかった我が県でも感染者が増え、じわりと身近に感染の恐

れが感じられるようになっています。一層の新型コロナへの対

策に努め、屋外活動が心地よい実りの秋を過ごしたいと思って

います。 

乳幼児期の子どもさんを保育する「こども園」の役割が、こ

どもの安全や保健と同時に成長を促すことを目的としているこ

と、大人とは違う乳幼児の発達には身体的接触や現実体験で関

わることが欠かせないことを自覚しなければと考えています。 

ご家庭、地域の皆さまには、身体的距離を置く「新しい生活

様式」が保育・子育てをより困難な方向へと変化させているこ

とを知って頂き、難しいが、感染のリスクを抑えながらも、密

な仕事をせずにはならないことをご理解頂きたいと思います。 

家庭内の感染防止がその延長である大きな家族としての「こ

ども園」での安全な生活に繋がっている事をご理解頂き、より

一層、感染のリスクが高まる行動に対して、ご家族でもご配慮

いだけますようお願いいたします。               

(園長 今野眞保)                                   

明星こども園 

～保育目標～ 
○健康で明朗活発な子どもを育てる ○豊かな情操と安定した情緒を育む ○自分で考え、行動できるよう援助する 

9 月の誕生会 

職員会議 

避難訓練 

英語であそぼう 

(星・月・雪の組) 

園内研修 

運動会 

※新型コロナウィルス感染の状況によっては、行事の中止や延期も考えられますので、 
ご理解とご協力を宜しくお願い致します。 

毎月行われる定例行事は青文字で表記しています。その他の行事は黒文字で
表記しています。 
職員の動静に関連する研修や、園外機関との行事は黄色で囲んであります。 

敬老の日 秋分の日 

英語であそぼう 

(星・月・雪の組) 

10 月の主な行事予定 
6 日(水)…就学時健診(5 歳児対象) 
13 日(水)…嘱託医による内科健診 
15 日(金)…芋掘り交流会 
22 日(金)…りんご狩り体験(雪の組) 

食育研修会（Zoom） 
(主幹・荒川・齊藤参加) 

県幼保推進課による 
こども園指導監査 

http://myojyo.or.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ・ご案内 

【今月の乳幼児健診日】 
9 月 15 日(水)…2 歳児歯科健診（H.31.4～R.1.5 生) 
9 月 10 日(金)…3 歳児健診（H.30.4～5 生） 
9 月 17 日(金)…乳児健診 4 ヶ月(R.3.4.27～R.3.5.16 生) 
           7ヶ月（R.3.2生） 10ヶ月(R.2.11生) 

 

 

≪クラス表記について≫ 

保育のひろば 
 

8月の誕生会 

 8月 19日(木)、8月の誕生会を行いました。今月の誕生児の

お友達は一人しかいませんでしたが、園長先生も 8月生まれと

いう事で一緒にお祝いしました。インタビューもしっかり受け

答えができ、さすが年長児という姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 お楽しみタイムでは、園庭で「夏の運動会」をしました。水

を浴びながらのかけっこ、お玉でアヒルを運ぶ「アヒル運びリ

レー」に子ども達の大好きな水風船合戦をしました。水を使っ

た競技に大盛り上がりの子ども達でした。 

 

 

 

 

 

 この日のおやつは、雪の組の子ども達が、夏野菜ピザを作っ

てみんなで食べました。 

墓地清掃 

8 月 5 日(木)、関地区の墓地清掃に雪の組の子ども達が参加しま

した。竹箒とちりとりを使って枯葉を集めて運びました。お掃除上

手な子ども達で積極的にお手伝いを頑張ってくれ、お墓の周りがあ

っという間にきれいになりました。「ここ、僕の家のお墓だよ」と、

自分の家のお墓を紹介してくれる子もいました。「ご先祖様喜んで

くれてるかもね」と、お墓に手を合わせて帰ってきました。次回は、

芋掘り交流会で一緒に 

芋掘りをする予定です。 

 墓地清掃の後、太白院 

へ行きお寺見学をしてき 

ました。お釈迦様や閻魔様、 

地獄絵図など様々なものを見ました。園長先生から説明を聞くたび

に緊張して強張った顔や笑った顔になるなど様々な表情を見せ、子

ども達なりに様々な事を感じているようでした。 

新型コロナウィルス 

感染予防の為、園での 

老人クラブとの交流会 

は中止とさせて頂きました。 

屋台ごっこ・御魂祭り盆踊り 

 8月 6日(金)、今年度もコロナウィルス感染症予防対策として御魂祭り盆踊りでの模

擬店が中止となった為、午前中は園内で屋台ごっこを楽しみました。前もって雪の組の

子ども達を中心にどんな屋台ごっこにするかを相談し「チョコバナナやさん」「りんご

飴やさん」「かき氷やさん」がやりたいと、売り物や看板などを制作し進めてきまし

た。当日は雪の組と月の組の子ども達が順番にお店の係をして、「いらっしゃいませ

～」「チョコバナナいりませんか～」「おいしいですよ～」など友達や職員との言葉の

やりとりを楽しみました。他にも「金魚すくい」「ヨーヨー釣り」「糸引きくじ」など

のコーナーもあり、子ども達はウキウキしながら各コーナーを回り、当たった賞品を嬉

しそうにみんなに見せあっていました。 

給食では「やきそば」「ポテト」「ウィンナー」など屋台をイメージしたメニューで

「おいしい～」と嬉しそうに頬張っていました。 

 夕方の御魂祭り盆踊りは、当日 

熱中症警報が発令されていた為開催の 

有無が心配されましたが、夕方には 

気温も少し下がりなんとか園庭で行うことができました。雪の組の散華、礼拝を行った

後いよいよ盆踊りのスタートです。「まごころ音頭」「みぎかたあがり音頭」を子ども

達だけで踊ったあとお家の人と一緒に大きな輪になって踊りました。踊りの途中の「わ

っしょいわっしょい」のかけ声がどんどん大きくなり、子ども達の楽しさが伝わってく

るようでした。熱中症予防として急遽 1曲減らして時間を短縮したり家庭から水分補給

を持参してもらい水分補給の時間を設けるなどの対策を行いました。 

子ども達は浴衣を着て友達や 

お家の人と一緒に盆踊りを踊り、 

短い時間ではありましたが、 

雰囲気を楽しむことが 

できたようでした。 

ご協力ありがとうございました。 

 【実習生が来園します】 
9 月 1 日(水)から 9 月 30 日(木)までの 1 ヶ月間、秋田社会

福祉専門学校保育児童福祉学科 4 年生の佐々木涼さんが明星
こども園に来て、現場の保育を学びます。実習を通して学校で
は学べない事を沢山学んでほしいと思っています。また、保護
者の皆様とも送迎の際お会いすることがあるかと思いますが、
宜しくお願い致します。 

どうやってわけようかな？ 

午後のおやつを自分達で分配するという

経験をしました。8月 3日(月の組)、10日

(星の組)、25日(雪の組)の 3日に分けて各

年齢に分かれて行いました。 

テーブルにおかれた 2種類のおやつを子

どもたちが自分達で考え分けます。私たち

保育者はカメラを通して子どもたちの姿を

見守りました。余ったお菓子など気にする

ことなく自分のお菓子を食べる星の組、自

分の事だけを考えてる月の組、みんな同じ

年なのになぜか身長の小さい人を優先する

雪の組などそれぞれでしたが、何とか自分

達で分配し「いただきます」をして食べて

いました。 

最近は兄弟がいても一人一人平等に物を

用意され、自分達で平等に分けるにはどう

したらよいか考える、という経験をするこ

とが少なくなっていると思います。園では

うまくいくだけの経験だけではなくあえて

このような環境を作り、「気付く力」「やり

ぬく力」を育んでいきたいと思い行ってい

ます。 

「気付く力」…好奇心や小さな気付きから、感嘆する心が育

ち、さらにたくましい探求心が育まれる 

「やりぬく力」…目標に向かっていく時、困難にぶつかって

いく時欠かせない力 


